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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結

累計期間
第57期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年12月31日

自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 13,084,626 18,073,801 21,022,272

経常利益又は経常損失（△） （千円） △224,567 660,764 261,603

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △167,012 457,685 170,576

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △272,569 412,486 78,658

純資産額 （千円） 13,381,725 13,723,891 13,732,954

総資産額 （千円） 17,656,675 18,506,931 19,883,818

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △13.08 35.84 13.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 75.8 74.2 69.1

 

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2019年10月１日
至2019年12月31日

自2020年10月１日
至2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.19 16.94

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「売上高」には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

 

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、生産回復が続く自動車関連やデジタル投資増加の恩恵を受

けた電子部品関連などが、景気の持ち直しを牽引しましたが、一方では、新型コロナウイルス感染再拡大の影響

から、設備投資は再び抑制の動きが見られ、個人消費や輸出も低迷する状況となりました。

　建設業界においては、災害復旧を含む公共工事は堅調に推移しているものの、民間設備投資の低迷により、受

注競争も激化するなど、先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は18,073百万円（前年同四半

期比 38.1％増）となりました。

　損益面では、増収により、営業利益589百万円（前年同四半期は営業損失299百万円）、経常利益660百万円

（前年同四半期は経常損失224百万円）となりました。

　また、法人税等を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は457百万円（前年同四半期は親会社株主に帰

属する四半期純損失167百万円）となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

ａ．エンジニアリング事業

　前期から繰り越された非鉄金属関連の大型工事案件が完成となったこと、及び、進行基準による売上が計上さ

れたことなどにより、売上高は14,581百万円（前年同四半期比 55.4％増）となりました。

　この増収に伴い、損益は、経常利益868百万円（前年同四半期比 312.6％増）となりました。

ｂ．パイプ・素材事業

　軍事施設関連の大型工事案件の進行基準による売上などがありましたが、売上高は3,798百万円（前年同四半

期比 2.6％減）に留まりました。

　一方、損益は、大型工事案件をはじめとするパイプ工事案件の利益率が改善し、経常利益320百万円（前年同

四半期比205.7％増）となりました。

 

②財政状態

　当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比較して、受取手形・完成工事未収入金等

が減少したことなどにより、1,376百万円減の18,506百万円となりました。

　負債については、支払手形・工事未払金等が減少したことなどにより、1,367百万円減の4,783百万円となり、

また、純資産は9百万円減の13,723百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は 74.2％となりました。

　なお、当第３四半期連結会計期間末において、借入金等の有利子負債はありません。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、46百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2021年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,780,000 12,780,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 100株

計 12,780,000 12,780,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年10月１日～

2020年12月31日
－ 12,780,000 － 1,085,350 － 684,400

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

三井金属エンジニアリング株式会社(E00303)

四半期報告書

 4/16



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 8,000 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,768,900 127,689 同上

単元未満株式 普通株式 3,100 － －

発行済株式総数  12,780,000 － －

総株主の議決権  － 127,689 －

 

②【自己株式等】

    2020年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三井金属エンジニアリング

株式会社

東京都墨田区錦糸

三丁目２番１号
8,000 － 8,000 0.06

計 － 8,000 － 8,000 0.06

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）により作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,403,307 2,716,475

受取手形・完成工事未収入金等 8,172,145 ※ 7,151,023

未成工事支出金 1,373,302 1,628,592

商品及び製品 220,284 178,198

材料貯蔵品 278,216 292,901

前渡金 53,256 23,453

預け金 4,823,645 4,074,581

その他 262,587 208,182

貸倒引当金 △9,269 △7,630

流動資産合計 17,577,476 16,265,778

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 586,193 589,768

機械・運搬具 1,979,216 2,005,629

工具器具・備品 953,846 964,913

土地 1,099,000 1,099,000

建設仮勘定 561 8,249

減価償却累計額 △3,076,720 △3,147,447

有形固定資産合計 1,542,097 1,520,112

無形固定資産   

ソフトウエア 42,021 29,846

その他 7,974 7,974

無形固定資産合計 49,995 37,821

投資その他の資産   

投資有価証券 65,712 69,592

繰延税金資産 467,776 449,458

退職給付に係る資産 23,090 9,580

その他 161,594 158,512

貸倒引当金 △3,925 △3,925

投資その他の資産合計 714,248 683,219

固定資産合計 2,306,341 2,241,153

資産合計 19,883,818 18,506,931
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 3,359,987 1,742,908

未払法人税等 88,887 161,611

未成工事受入金 608,037 1,047,828

賞与引当金 386,200 179,400

完成工事補償引当金 171,300 120,900

工事損失引当金 80,200 31,900

その他 356,060 423,796

流動負債合計 5,050,673 3,708,343

固定負債   

退職給付に係る負債 1,014,919 1,028,337

役員退職慰労引当金 58,111 －

繰延税金負債 160 159

その他 27,000 46,200

固定負債合計 1,100,191 1,074,696

負債合計 6,150,864 4,783,040

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,085,350 1,085,350

資本剰余金 684,400 684,400

利益剰余金 12,153,196 12,189,404

自己株式 △6,526 △6,597

株主資本合計 13,916,419 13,952,556

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 △29,085 11,994

為替換算調整勘定 △146,927 △223,351

退職給付に係る調整累計額 △7,452 △17,307

その他の包括利益累計額合計 △183,465 △228,665

純資産合計 13,732,954 13,723,891

負債純資産合計 19,883,818 18,506,931
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

売上高   

完成工事高 10,770,793 16,049,462

兼業事業売上高 2,313,832 2,024,338

売上高合計 13,084,626 18,073,801

売上原価   

完成工事原価 9,520,994 14,031,026

兼業事業売上原価 1,927,713 1,638,335

売上原価合計 11,448,708 15,669,362

売上総利益   

完成工事総利益 1,249,798 2,018,435

兼業事業総利益 386,118 386,003

売上総利益合計 1,635,917 2,404,439

販売費及び一般管理費 1,935,619 1,814,857

営業利益又は営業損失（△） △299,702 589,582

営業外収益   

受取利息及び配当金 60,953 51,522

為替差益 498 －

持分法による投資利益 1,166 9,115

雑収入 13,185 13,404

営業外収益合計 75,804 74,043

営業外費用   

支払利息 46 34

賃貸収入原価 91 363

為替差損 － 1,816

雑支出 531 646

営業外費用合計 670 2,860

経常利益又は経常損失（△） △224,567 660,764

特別損失   

固定資産除却損 6,725 144

会員権評価損 387 －

特別損失合計 7,113 144

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△231,680 660,620

法人税等 △64,668 202,934

四半期純利益又は四半期純損失（△） △167,012 457,685

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△167,012 457,685
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △167,012 457,685

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 △8,496 41,079

為替換算調整勘定 △80,743 △71,189

退職給付に係る調整額 △18,135 △9,855

持分法適用会社に対する持分相当額 1,818 △5,235

その他の包括利益合計 △105,557 △45,199

四半期包括利益 △272,569 412,486

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △272,569 412,486
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（役員退職慰労引当金制度廃止に伴う打ち切り支給）

　当社は従来、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規による要支給額を「役員退職慰労引当金」として

計上しておりましたが、2020年６月23日に開催された第57期定時株主総会において、役員退職慰労引当金制度

廃止に伴う打ち切り支給が決議されました。これに伴い、「役員退職慰労引当金」を全額取り崩し、11,900千

円を流動負債の「その他」に、19,200千円を固定負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（新型コロナウイルス感染症の影響について）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定について、第２四半期連結累計期間の四半期報告書の追

加情報に記載した内容から重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（2020年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2020年12月31日）

受取手形 －千円 102,253千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

減価償却費 103,295千円 98,048千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 842,955 66.00 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月23日

定時株主総会
普通株式 421,477 33.00 2020年３月31日 2020年６月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 9,289,491 3,795,134 13,084,626

セグメント間の内部売上高

又は振替高
94,752 103,665 198,418

計 9,384,243 3,898,800 13,283,044

セグメント利益 210,384 104,733 315,117

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 315,117  

全社費用（注） △539,685  

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △224,567  

　　（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 エンジニアリング事業 パイプ・素材事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 14,550,998 3,522,802 18,073,801

セグメント間の内部売上高

又は振替高
30,621 275,387 306,008

計 14,581,619 3,798,190 18,379,810

セグメント利益 868,008 320,187 1,188,196

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 1,188,196  

全社費用（注） △527,431  

四半期連結損益計算書の経常利益 660,764  

　　（注）全社費用の主なものは、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△13円08銭 35円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△167,012 457,685

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

△167,012 457,685

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,772 12,772

（注）１.前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

　失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年２月９日

三井金属エンジニアリング株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 細矢　　聡　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永峯　　輝一　印

 

 
監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三井金属エンジ
ニアリング株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１
日から2020年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結
財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三井金属エンジニアリング株式会社及び連結子会社の2020年12月31日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項
が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手
続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年
度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結
論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連
結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない
場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四
半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき
なくなる可能性がある。
・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基
準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表
の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事
項が認められないかどうかを評価する。
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・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人
は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の
結論に対して責任を負う。
 
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
 
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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